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2023-24年度
クラブ会長方針

会長　砂田　恭延

「今こそ、ロータリーを楽しもう」

2023-24年度国際ロータリー会長のゴードンR．マッキナリー氏は、会長テーマを「CREATE　HOPE　in　
the　WORLD（世界に希望を生み出そう)」とし、問題を抱える国で平和を推進し、紛争の影響を受けている人
びとを助け、過去のリーダーたちが始めたイニシアチブを引き継いでいくよう会員に呼びかけました。また、
2023-24年度国際ロータリー第2710地区井内康輝ガバナーは、ガバナー信条を“平和の種をまこう！！～ロータ
リアンにできること～”とされました。

さて、2019年から始まった新型コロナウィルスの感染拡大によって、世界はパンデミックに陥り、生活は大
きく変わりました。そして、私たちロータリアンも活動自粛を余儀なくされました。しかし、その間も多くの
ロータリアンが知恵を絞り、例会、ロータリー行事等を開催し活動を継続してきました。そうした中、当クラ
ブでも感染対策を行いながら少しずつ以前のような活動を再開することができるようになりました。
我々の社会が以前の日常を取り戻して行く中で、ロータリーにおいても例会や様々な活動が従来のように行
えることに喜びを感じながら、会員の皆様には、ロータリーの活動を心から楽しんで参加して頂きたいと考え
ています。また、その楽しさを会員同士共有することこそが、会員のモチベーションを高め、クラブを活性化
させ、発展させて行く一番の原動力になると考えます。

例会や様々なロータリー活動に、会員の皆様が心から楽しんで参加頂ける機会を数多く提供できるよう、そ
して皆様と一緒に心から楽しいクラブを作っていけるよう１年間取り組んでまいります。

１９７８―８８年
　昭和５３年１１月２８日、広島東南RCをスポンサークラブとして、２３名のチャーターメンバーで誕生。明るく和や
かなクラブとして、１０周年で６７名の会員に発展。
初代会長：高石　稔、副会長：柚木　宏、幹事：柚﨑　博
チャーターメンバー
芦田　傳 （ビール製造） 粟津紫朗 （ホテル） 平田久男 （歯科医）
石原信宏 （鉄骨工事） 久野瀬　弘 （雑貨配布） 前田修治 （バス事業）
増原重巳 （印刷） 松本團治 （機械工場） 松本　毅 （通信機器）
佐古義則 （衣料配布） 仙田元宣 （商業銀行） 新谷昭治 （商事弁護士）
塩見正夫 （電気器具配布） 城本正昭 （信用組合） 高石　稔 （土地開発）
角田光永 （民事弁護士） 津山日歳 （料理店） 八木健夫 （工業銀行）
山村忠次 （シャーリング） 吉賀靖高 （広告代理） 吉竹　寛 （建築設計）
柚木　宏 （内科医） 柚﨑　博 （百貨店）
＊職業分類は当時のもの

　（１９８７－８８）俵茂第４分区代理を輩出。IGFを開催。
　創立１０周年記念会長：柚﨑　博、副会長：朝枝七郎、幹事：浜田逸郎、実行委員長：高石　稔
　記念式典には、小笠原広島県副知事、荒木広島市長、松尾ガバナー、甲斐広島東南RC特別代表から祝辞。記念事業
として広島中央RC国際交流基金５００万円の創設と財団法人アジア学生文化協会に１００万円を寄付。

１９８９―１９９９年
「明るく和やかなクラブ」の伝統を重んじ、サンタローザ・サンライズRC学生来広（１９９１）や台中西区RCとの姉
妹提携（１９９２）による国際交流、広島中央RCスポンサー（柚木特別会員）として広島城南RC誕生（１９９５）、RI
第２７１０地区第４分区IM開催。城本正昭分区代理（１９９６－９７）、等の数々のクラブ活動により、７４名の会
員を数えるまでに成長。
創立２０周年記念会長：増原重己、副会長：髙重清純、幹事：原田啓吾、実行委員長：山村忠次
記念事業として、財団法人広島交響楽協会の創立２０周年記念演奏会開催費用として４００万円、平和記念公園
への２１メッセージ運動１００口、財団法人広島がんセミナー研究活動費として１００万円をそれぞれ寄付。

１９９９―２００９年
２０００年に１１名の退会者により会員が減少し、２００４年には５１名迄落ち込む。DLPの導入。２００２年
松本ガバナー補佐輩出。２００４年に初の女性会員が入会、２００７年CLPの完全導入によりクラブ組織の改革。
２００８年資料保存可能な誇れるHPが完成、２００８年田原ガバナー補佐輩出。G６・G７合同IM開催とRLI―２
７１０分科会が立ち上がる。
創立３０周年記念会長：橋本　満、副会長：藤村欣吾、幹事：砂田龍吾、実行委員長：緒方俊平
記念事業として、おやじフォーラムin広島の主催、防犯パトロールカー１台寄贈、防犯用幟３００セットと防犯用チ

ラシ４０００枚の寄贈、米山記念奨学会へ１０万円寄付

２００９から現在
CLP導入による改革で、各委員会の相互関係・連携が蜜となり、長期プロジェクト検討委員会が核となり、多くの斬
新的な奉仕活動が企画・実施されている。
２００９年度から長期プロジェクトの「マイカー乗るまぁデー」運動や「献血運動」がスタート。
２０１１年度から長期プロジェクトの新事業の「研修セミナー」「新世代奉仕の出前講座」が開始。更に「認知症」や

「パッチング・グラント」等への取り組みが検討されている。
２０１１年、RIの新たな賞、第２７１０地区「クラブビルダー賞」を田原榮一会員が受賞。
創立３０周年を迎えた後、我がクラブからガバナーを輩出しようという意見が出始め、２０１１年６月の夜間例
会において、田原榮一会員がガバナーとして輩出したいとの提案がなされた。そこで、GOGO６５作戦（会員６５名を
目指す）、更にクオリティ７５作戦（会員７５名を目指す）と経時的に会員増強に取り組み、２０１６－１７年度には
７９名を達成。その結果、２０１２－１３年度に緒方俊平会員、２０１４－１５年度に赤羽克秀会員が、それぞれ

広島中央ロータリークラブの歴史とその変遷
「クラブビルダー賞」を受賞。
２０１６―１７年度７月に田原榮一会員がガバナーに就任。同時に、地区特別委員会「がん予防推進委員会」（委
員長：藤村欣吾）のモデルとして、我がクラブに「がん予防啓発推進員会」が設置され、がん予防の啓発運動を積極的
に展開している。
２０１６年１０月にロータリー財団１００周年記念「２０１６－１７年国際ロータリー第２７１０地区　地区
大会」をホストクラブとして開催。
地区代表幹事：橋本　満、地区大会実行委員長：緒方俊平、地区会計長：赤羽克秀、地区事務局長：河野　隆
国際ロータリー会長代理としてRI第２８３０地区元RI理事黒田正宏様、韓国からはRI３６９０地区總裁盧均鎬様、
広島県知事湯﨑英彦様代理、広島市長松井一實様、広島商工会議所会頭深山英樹様を来賓として迎える。また、友好
クラブの台中西区RCからも２３名の参加を得た。
大会１日目はRI会長代理ご夫妻を囲む昼食会、歓迎晩餐会、そして日韓交流パーティーと盛大に開催された。また、
公益財団法人日本対がん協会会長　垣添忠生様による基調講演も行われる。
大会２日目は趣向を凝らしたプロジェクション・マッピングによるオープニング、女優の小雪さんをゲストに迎えた
記念講演と、斬新な企画で、記憶に残る地区大会となった。また、記念行事として広島平和記念資料館の被爆資料、保
存・劣化防止「エアタイト式展示ケース」を寄贈した。
２０１７年４月、広島中央ローターアクトクラブ（会員数１１名）を創立。
２０１７－１８年度は迫田勝明会員がガバナー補佐として活躍。２０１８年３月にはG６・G７合同IMを開催した。
２０１８－１９年度は、広島中央ロータリークラブ創立４０周年の記念すべき年度であった。
創立４０周年記念会長：古澤宰治、副会長：村本憲康・芥川　宏、幹事：鳥井均城、実行委員長：赤羽克秀、特別顧
問：杉本嘉朗
記念事業として、プロスキーヤーである三浦雄一郎氏をお招きし、アステールプラザホールにおいて記念講演会を
開催した。また、豪雨災害に対する支援金として、広島県に対して、姉妹クラブである台中市西区ＲＣからの１００万
円、サンタローザ・サンライズＲＣからの１００万円を合わせて、３００万円を贈呈した。
台中市西区ＲＣの創立３０周年記念式典へは、会員２０名とそのご家族５名が、お祝いするために参加した。
２０１９－２０年度は，新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の世界的流行の影響で、我がクラブ、２７
１０地区及びＲＩの各種会合・行事等が中止・延期（またはオンラインによる開催）を余儀なくされ、我がクラブ例会
も２０２０年３月第１週から５月最終週まで３か月間取消となった。
２０２０－２１年度においても、COVID-19の社会に及ぼす影響は甚大で、クラブの例会や、地区の多くの行事が
中止に追い込まれた。しかし会議など、オンラインで対応したものも増え、今後の方向性がある程度見えてきた1年でも
あった。
２０２１－２２年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の終息も見えず、前年度に引き続きオンラインでの
例会や事業の中止を余儀なくされる年度となりました。そんな中、WEBやZOOMといった新たな手法を取り入れながら
今後のクラブの基盤を作るうえで大きなヒントを得ることが出来た年度となった。
２０２２－２３年度は未だコロナ禍で制約がある中での活動ではあったが、夏の納涼家族例会ではコロナ禍で沈

んでいた世の中を元気づけることを願って、クラブ単独で花火の打ち上げを行なった。委員会構成はクラブ広報委員
会を従来の３委員会から公共イメージ委員会へ集約した。また、８名の新会員の入会があり会員数は７２名となった。
コロナ禍から少しずつアフターコロナへと変化していく年度となった。

２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　ガバナー田原榮一
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区代表幹事：橋本　満
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区大会実行委員長：緒方俊平
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区会計長：赤羽克秀
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区事務局長：河野　隆

１９８７－８８年度　RI第２７１地区　第４分区代理　俵　茂
１９９６－９７年度　RI第２７１０地区　第４分区代理　城本正昭
２００２－０３年度　RI第２７１０地区　G5ガバナー補佐　松本團治
２００８－０９年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　田原榮一
２０１７－１８年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　迫田勝明
２０２３－２４年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　嶋本文雄
（注：RI第２７１地区、現在は、RI２７１０地区と変更）
（注：分区代理、現在はガバナー補佐と変更）
（注：2003‒04年度より、地区のグループ編成がG５からG７へ変更）
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も
重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

会員組織委員会

理事・委員長　新宮　且識

会員増強・職業分類

委員長　宗正　俊文

 ロータリー情報

委員長　好永　裕一

奉仕プロジェクト委員会

理事・委員長　福田　浩
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

職業奉仕

委員長　岡田　茂

人間尊重・社会奉仕

委員長　大田　由孝

国際奉仕

委員長　児玉　哲郎

１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

青少年奉仕

委員長　加藤　孝子

ローターアクト

委員長　芥川　宏

ロータリー財団委員会

理事・委員長　小佐古　哲哉
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。
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１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円
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１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円
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１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。
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１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　
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１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。
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１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。
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１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円
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１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出
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１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円
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１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円
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１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
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１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。
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 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

青少年奉仕

委員長　加藤　孝子

ローターアクト

委員長　芥川　宏

ロータリー財団委員会

理事・委員長　小佐古　哲哉
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も
重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

ロータリー財団・米山奨学

委員長　古澤　宰治

クラブ広報委員会

理事・委員長　下原唯千夏

公共イメージ

委員長　淀江　晃太郎
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

ロータリー財団・米山奨学

委員長　古澤　宰治

クラブ広報委員会

理事・委員長　下原唯千夏

公共イメージ

委員長　淀江　晃太郎

１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も
重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

出　席

 委員長　吉川　修平

クラブ管理運営委員会

理事・委員長　大坂　隆志

親　睦

委員長　上田　恵
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１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

S.A.A.

委員長　政岡　誠二

プログラム

委員長　大内　総一郎

会　計

委員長　平瀬　春男

国際交流基金特別委員会

委員長　砂田　恭延

１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も
重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増
進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

戦略計画委員会

委員長　藤村　欣吾

がん予防啓発推進委員会

委員長　小林　正夫

24



１．方針
漸くコロナ禍前の生活が少しづつ戻ってきました。従来の
活動が行える事に感謝し喜びを感じながら、会長方針である
「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえクラブの発展をめざ
して、以下の計画を達成する。

２．計画
①地区補助金を活用し、広島県立広島南特別支援学校(聴覚
障害)に地区補助金39万円とクラブ資金209,500円合計
599,500円で高等部の希望品を贈呈し、交流を深め聴覚
障碍者の自立と社会参加へ向けての貢献を行う。
②当クラブの主要事業である献血支援活動を行う。
③8月6日平和祈念式典の参加者に対するおもてなし事業を
継続して行う。
④地区補助金事業の来年度の新たな支援先を検討し、決定
する。
⑤がん予防推進委員会と連携して、地域社会でのがん予防普
及の推進を行う。

３．予算　
総額1,600,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を基本に、
奉仕活動に取り組みます。国際社会に対し7つの重点分野の
活動を行うことで、健康、教育、青少年育成、交流の促進に関
して貢献し、将来へ向けた平和な社会づくりやSDGsに寄与す
ることを基本方針とします。従来から取り組んでいる国際奉仕
活動の継続とクラブ内や他クラブ・団体との連携を念頭に行
動します。

２．計画
①古切手、書き損じはがき等の収集の継続
発展途上国の女性や子供たちを支援する国際奉仕活動を
行います。
②外国の団体への奉仕・支援活動の継続
ケニヤのNGOモヨ・チルドレン・センターへのわがクラブ独
自の支援活動をもう1年継続します。この活動は人間尊重・

社会奉仕委員会と連携して行います。
次々年度の活動に向けて、新たな支援団体の検討を始めま
す。
③姉妹クラブである台中西区ロータリークラブとの交流、共同
奉仕事業を推進します。
④サンタローザ（サンライズRC）との青少年交流支援を継続
します。但し、今年度は米国より学生が来日する予定でした
が中止となり、様子見となります。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を念頭にお
いて活動する。
ロータリー青年指導者養成プログラム(RYLA)を学び、会
員・青少年・ローターアクトクラブ・ローターアクト委員会と共
に連携して、未来を担う青少年が身につけるべき資質を検討
する。同時に資質向上を図るとともに関係する人々が楽しく奉
仕活動を行い、より良い地域社会の一助となるよう目指しま
す。
又、奉仕プロジェクト委員会内の他の委員会と連携し奉仕
への協力を行います。

２．計画
①2010年から継続している「献血支援活動、マイカー乗る
まぁデーPR活動」が実施されれば、会員・会員家族・従業
員・大学生・学生ボランティア・ローターアクト会員と共に協
力して行います。
②ローターアクトクラブ例会、ＲＹＬＡを重視し青少年会員と
交流して、意見交換を行い、青少年に対する奉仕について
効果的な活動を検討します。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　

 

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ委
員会活動を展開していきます。会員増強委員会・ロータリー情
報委員会とともに、会員の皆様が楽しめるロータリー活動をし
てまいります。

２．計画
①会員数純増3名以上を目指し、会員拡大に取り組む
②新会員を対象に、ファイヤーサイドミーティングやクラブ研
修セミナーを実施する
③会員の皆様にロータリー情報を発信する

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
広島中央ロータリークラブに「入会したい」と思って頂けるよ
うな、会員増強・職業分類委員会の活動を展開してまいります。
クラブ運営や効果的な活動を行なうには、やはり一定の会
員数が必要になってまいります。
広島中央ロータリークラブは今年度創立45周年を迎え、そ

の歴史と伝統を踏まえながら会員の資質向上と、併せて会員
相互の更なる親睦を図りながら、会員皆様のご協力のもと会
員増強活動及び退会防止に努めてまいります。

２．計画
①本年度は、純増3名を目標とします。
②職業、年齢、性別等の偏りがないよう取り組んでまいります。
③ロータリー情報委員会や親睦委員会と協力し合いながら
退会防止や新入会員のフォローアップをしてまいります。

3．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、
新入会員の方々へわかりやすいロータリー情報を提供します。
３年未満会員の皆様には、ロータリーへの知識を深めてい

ただき、会員同士の親睦・交流も深めていただけるよう、戦略
計画委員会と連携し活動します。

２．計画
①入会予定者へは、推薦者と訪問しロータリーを楽しくわかり
やすく理解していただくインフォメーションを実施します。
入会後も継続してフォローします。
②新会員を対象に、ロータリーの基礎知識を楽しく学んでい
ただけるように、小規模でのファイヤーサイドミーティング
を実施します。
③戦略計画委員会と連携し、入会３年未満会員の方々を対
象に、ロータリーに関する知識を深めてもらえるようなテー
マを取り上げ、また会員同士の親睦・交流を深められるよう
な研修を企画します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、コロナ
禍で自粛を余儀なくされていた各奉仕活動を、従来のように
行えることに喜びを感じながら、会員の皆様に、これらの奉仕
活動に心から楽しんで参加していただける事業の実施に取り
組んでいけるようにしたいと考えます。

２．計画　　
⑴職業奉仕委員会では、①「四つのテスト」と「ロータリアンの
行動規範」の唱和、②職場訪問例会の実施、③職業倫理に係
る会員卓話の実施、④健康診断の斡旋及び⑤優良従業員の
表彰を行います。

⑵人間尊重・社会奉仕委員会では、①地区補助金事業の実施、
②献血支援活動の実施、③平和祈念式典参加者へのおもて
なし事業の実施、④次年度地区補助金事業の支援先の検討、
⑤がん予防普及の推進を行います。

⑶国際奉仕委員会では、①古切手、書き損じはがき等の収集、
②モヨ・チルドレン・センターへの支援活動、及び次年度支援
団体の検討、③姉妹クラブとの交流と共同奉仕事業の推進、
④サンタローザとの青少年交流支援を行います。

⑷青少年奉仕委員会では、①献血支援活動における学生ボ
ランティア等との協働の検討・実施、②青少年奉仕について効
果的な活動の検討を行います。

⑸ローターアクト委員会では、①ローターアクトクラブの活動
状況の定期報告、同クラブとの親睦活動、②理念に沿った自
立支援、③会員増強の促進を行います。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
職業奉仕の考え方や取り組みを学び、発信するとともに、砂
田会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」のテーマのもと、
アフターコロナに向けて、会員同士のつながりを一層深めて
いくためにどうすればよいかを考え、下記の取り組みを実施し
ていきたい。

２．計画
①ロータリーの倫理基準であり、職業奉仕の実践的指標であ
る「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の唱和を毎
月交互に、委員会全員で実施する。
②職業奉仕月間に職業奉仕に対する理解を深めるため職場
訪問例会を実施する。
③プログラム委員会と連携し、ロータリーの職業倫理を学び
合う機会として、会員卓話の実施をする。
④職業奉仕の原点である会員の健康の保持増進のため、健
康診断の斡旋を行う。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集と表彰
を行う。

３．予算
一般会計　　　100,000円
ニコニコ会計　120,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
コロナ禍前の活動が可能となってきている一方で、２０１
７年４月に設立された広島中央ローターアクトクラブは今年
度で７年目を迎え、チャーターメンバーがいなくなりつつある
ことに鑑み、会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏ま
え、私たち提唱クラブとの親睦も深め共にロータリーを楽しめ
るようにするとともに、ローターアクトクラブ内においても、楽
しみながらもクラブ理念を継承していけるような活動になる
よう支援する。

２．計画
①ローターアクトクラブの活動状況を当クラブに定期的に報
告するとともに、提唱クラブである当クラブとの親睦を更に
深めていく。
②ローターアクトクラブが、理念に沿って自主的に活動が出来
るよう支援する。
③ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算　1,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、「世
界で良いことをしよう」という理念で設立された財団の主旨
を会員の皆様にご理解いただき、ご協力いただけるよう取り
組む。

２．計画
(1)米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、当委
員会の情報提供と理解促進を図る。
(2)ロータリー財団及び米山記念奨学会への寄付目標を達成
する。
(3)奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の計画
立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
①会長方針を念頭において活動する。
②会員に、「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、母国と日本の架け橋となり国
際社会で活躍する留学生の援助を目的として設立された
米山記念奨学会への理解を深めてもらい、活動へ繋げる。

２．計画
①寄付目標

a　年次寄付150ドル/人
b　ベネファクター1人/クラブ　ポリオプラス30ドル/人
c　米山基金16,000円/人

②定例会の委員会報告
a　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供
する。ロータリー財団について、ポリオプラスをはじ
め世界でよいことをしている事例を紹介する。また、
グローバル補助金の獲得に向けて実際に補助金を
獲得した他クラブの活動事例を報告する。

b　ロータリー財団室News、ハイライト米山を配布する。
c　愛のコイン箱のお願いを行なう

③米山月間
a　直近の米山記念奨学会の情報を提供する。
b　米山功労者の募集。

④ロータリー財団月間
a　ポールハリスフェロー・マルチプルポールハリスフェ
ロー認証促進運動を実施する。5名を目標に協力要
請を行う。

b　財団の説明に関する卓話を行う。

⑤地区補助金
a　次年度以降の地区補助金対象事業の立案について、
奉仕プロジェクト委員会をサポートするとともに連携
して地区補助金の給付を受ける。

３．予算
一般会計　　　 50,000円
ニコニコ会計　200,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、広島
中央ロータリークラブの活動状況をクラブの内外に発信して
いきます。

２．計画
①例会の写真撮影は、当番を決めて持ち回りで担当します。
②2023～‘24の地区委員会で示された、「各クラブの㏋の充
実させる」を意識し、当クラブの様々な活動記録をHPにタ
イムリーに更新し、情報発信をしていきます。資料保存につ
いても、HP内で行えるようにします。
③HPの情報の扱いについて、個人情報にも配慮した会員専
用のページなども検討します。
④「ロータリーの友誌」の記事の紹介を毎月持ち回りで紹介し
ます。
⑤当クラブの奉仕活動について「ロータリーの友誌」に投稿し
ます。
⑥当クラブの奉仕活動の情報を早めにマスメディアに提供し
ます。
⑦マイロータリーへの登録と利用促進を図ります。
⑧エコの観点から、定例の行事等の情報については、紙媒体
から電子媒体に切り替えるようにします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針の「今こそ、ロータリーを楽しもう」に沿ったクラブ
内広報と対外的な情報発信によりイメージアップを図る。

２．計画
①会報誌：地区研修会の分科会の基本方針にある「各クラ
ブのHPを充実させる」に倣って紙媒体物をHPに集約する
電子媒体物に切り替えていく。一方で紙媒体での発行も記
念行事に併せて発行し、会報誌をHPからダウンロードでき
るよう対応していく。
②広報： 従来通り、当クラブの奉仕活動について、事前に情
報を取り纏めてメディアに提供していくが、地元新聞社だけ
でなくテレビ局にも取り上げていただけるようより広くタイ
ムリーな情報発信を行っていく。
③HP： 当クラブの様々な活動をHPにタイムリーにアップし
ていき情報発信していくとともに、資料保存も行っていく。

・写真等個人情報に関する制約もあり、HPにパスワードを
かけて会員のみ閲覧できるようにする。退会会員がいるこ
とから毎年パスワードの更新を行う。
・HP用及び会報誌用に委員会のメンバーで順番を決めて
写真撮影を行う。
・HPへアップする担当者を決める。
・撮影方法を統一する。
④MY　ROTARY：現在当クラブは74名中44名登録で
59.5％（2710地区72RC中10位）となっているので、登録・
利用を促進すると共に、MY ROTARYを利用して国際ロー
タリーの活動をクラブ内にも広めていく。新入会員の登録
を必ず行うとともにパソコンに不慣れな会員にも個別に対
応して登録者数を増やしていき、70％登録を目指す。

３．予算　5,000,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」を踏まえ、これま

でのコロナ過で活動の自粛を制限されてきましが、今こそ
ロータリーは楽しいとみんなが本気で思えるようなロータ
リー活動を、クラブ管理運営委員会全員で協力して取り組ん
で参ります。

２．計画
①出席委員会
会員の皆さんが楽しく例会に出席できるよう、委員会全員
で連携を取りながら、メイキャップ等の案内を行い、100％
出席を維持していきます。
②親睦委員会
本年度は創立45周年・2000回記念例会・IM担当クラブで
もあり、大変な年度となりますが、会員皆様の協力を頂きな
がら、会員・家族の皆さんが楽しく親睦が図れる企画を実
施します。
③プログラム委員会
会員の皆様が楽しんで頂ける例会プログラムを企画し、外
部卓話も増やせるよう取り組みます。
④SAA委員会
各委員会と連携し、ゲスト・会員の皆様が楽しく参加できる
例会運営を行います。会員が投稿しやすいニコニコ箱を目
指します。
⑤会計委員会
会長・幹事・各理事と連携を図り、事業計画に基づき予算に
沿った円滑なクラブ運営に努めます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さんが楽しく例会に参加できるよう、SAA、親睦の皆さんと
連携しながら取り組んでまいります。また、毎週の出席報告に
おいても、委員全員で連携を取りながら進めていきます。やむ
を得ず例会を欠席された方には、メイキャップ等の案内の連
絡を取らせていただきたいと思います。

２．計画
①例会での出席報告を速やかに行えるように、委員間での連
携を取ります。
②月末の出席報告の際には、興味を持っていただけるよう、翌
月の行事の案内も行います。
③例会を欠席された会員には、メイキャップの案内とともに、e
クラブの案内もいたします。

３．予算　200,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそロータリーを楽しもう」に基づき、コロナ禍

でできなかった会員同士の交流を深めるための場を数多く計
画、実施していきます。例年通りの親睦会・家族会はもちろん、
新入会員歓迎会や行事後の慰労会などを随時開催し会員間
の親睦を図っていきます。
なお今年度は節目の創立４５周年に加え第2000回例会も

重なり、IMの幹事クラブでもあります。そのため予算の算出が
難しくはありますが他クラブにも誇れるような開催としていけ
るよう親睦委員会の皆様のご協力を頂きながら積極的に活動
して参ります。

２．計画
①　7月22日土曜日 納涼家族例会
②　9月5 日月曜日 3RC合同夜間例会
③　11月27日月曜日 夜間例会
   （創立45周年、2000回記念例会）
④　12月23日土曜日 夜間家族例会（クリスマス会）
⑤　2024年2月25日日曜日　インターシティミーティング
⑥　2024年4月29日月曜日　在広14RC懇親ゴルフ大会
⑦　2024年6月24日月曜日　最終夜間例会

　　新入会員歓迎会・各種慰労会　随時開催

３．予算
夜間例会・家族会等補助　  7,000,000円
会員記念日費用　　　　　　800,000円
他随時算出

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針に基づき、会員の皆様に楽しんで頂ける例会プロ

グラムを組んでいきます。
この数年間、コロナ感染の影響で外部卓話も少なかったの
で、今年度は外部卓話を増やしていきたいと思います。また、
プログラムを通じて、会員同士の懇親を図れるよう、運営して
いきたいと思います。

２．計画
①例年通り会員と外部の方を織り交ぜて、卓話をして頂きま
す。
②新会員の方には、自己紹介を含めて卓話をして頂きます。
③可能であれば、ロータリー月間テーマに沿った内容で卓話
をお願いしたいと思います。
④会員の方に楽しんで頂けるような例会プログラムを実行し
ていきたいと思います。

３．予算　500,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針「今こそ、ロータリーを楽しもう」に基づき、会員の
皆さまが楽しんで参加していただけるような例会になるよう、
各委員会と連携しながら、円滑な例会運営に努めます。

２．計画
①例会でのゲストや来客のおもてなしを、親睦委員会と
協力して対応していきます。
②会員の皆様が楽しく参加できるような例会運営を心が
けます。
③ニコニコ箱への投稿を促進し、提出しやすいように声
掛けをします。

④執行部や他の委員会と連携し、協力しながら例会運営
を進めてきます。

３．予算　130,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
予算編成の段階から会長・幹事・各理事との連携を図り、予
期せぬ事態にも柔軟に対応できるよう計画を立てていきたい
と思います。
また、会計委員会全員で情報の共有をしていきます。

２．計画
　各委員長には、2021－2022年度・2022－2023年度の決
算報告書を参考に予算を立てて頂き、各理事共に事業計画に
基づいた予算が組まれているかを確認して、予算に沿った円
滑な運営に努めたいと思います。
 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は1998年に設立された。現在は1000万円の基
金残高となっている。基金の目的は国際交流事業を行うこと
であり、基金はこの事業のための拠出金の受け入れ、支出を
行うこととされている。支出については預金利息を使用するこ
とが想定されているが、昨今の金融政策等を考えると当初想
定された方法によって事業を行うことは困難である。
このような状況から当委員会の方向性を検討する予定であ
る。

２．計画
当委員会のあり方、規約の改正等の検討を行う予定である。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

 １．方針
目まぐるしく変化する社会情勢の中で、価値観が変容し年
代による格差がっている。このような中にあって広島中央ロー
タリーは、今年４５周年を迎える。そこで、本委員会は、創立
５０周年に向かっての魅力あるクラブ創りのビジョンと具体
的な奉仕活動計画を立案することが求められている。
そのためには奉仕活動を行いながら好意と友情を深め、健
康を保ち、人生100年時代に向けて楽しいロータリーライフ
が行えることを目標にしたい。

２．計画
ビジョンの徹底：広島中央ロータリークラブは、ロータリー
の基本的精神である「奉仕の理念」と「中核的価値観」を尊重
する共に、新しい変化にも柔軟に対応して、様々な奉仕活動と
平和推進活動を通じて、明るく和やかな魅力あるクラブを目
指す。

１）新たな奉仕活動の展開を検討する～会員の職業ス
キルを活かした奉仕活動を試みる
　コロナ禍で十分な奉仕活動が出来なかったプロ
ジェクト　また多くの奉仕活動が3年を経過してい
ることを鑑み、新たな展開を含めて今後の奉仕プ
ロジェクトを検討する。

２）SDGｓの流れに沿ったあらたな奉仕活動を模索する
３）がん予防を含めた「健康経営による社会の健康増

進委員会（仮称）」の設置の検討
　2024年度ガバナーによる2710地区「がん予防委
員会」の廃止に伴う措置として、人生100年時代に
向けた健康寿命延伸に向けて設置を検討する。

４）新会員増加に伴い日常的に交流を深める機会を増
やす
　現在行われている例会での入会3年未満の座席を
決め励行する。
定期的なクラブ研修の実施を提案

５）クラブ会報誌の充実：前年度継続審議となってい
る会報誌について検討する。

６）国際交流基金特別委員会と協働し、「広島中央
ロータリークラブ国際交流基金」の運営方法等に
ついて検討する。

３．予算　80.000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位であり，2021
年度の統計では26.5%を占めている。国際ロータリー第2710
地区2022-2023年度石川良興ガバナーのガバナー信条と地
区重点方針である，「人生100年時代に向けて，健康寿命をの
ばそう～がん・生活習慣病の予防～」に基づき，がん予防の啓
発を含めた健康寿命延伸への行動は重要である。本クラブで
は数年にわたり，がん予防啓発推進に積極的に取り組み，ア
ンケート調査から，がん二次予防としてのがん検診率の向上
に取り組んでいる。2019年度のがん検診率は本人ならびに
家族では80%以上となり，取り組みの成果が認められている。
しかし，新型コロナウイルス感染症の大流行により，がん検診
を受けた受診者数はコロナ前の2019年と比較すると10%以
上の減少が認められている。また，生活様式にも大きな変化
がみられてきたが，with コロナ時代を迎えて，コロナ以前とコ
ロナ流行時，withコロナ時代におけるがん検診ならびに生活
習慣に対して，アンケート調査による評価を行い，過去5年間
の調査と結果と比較しながら，がん予防に対する意識，生活
習慣，健康寿命延伸に対する問題点を把握し，予防啓発の向
上を目的とする。

２．計画
　1.過去のがん予防啓発推進アンケートに基づいたコロナ流
行時，withコロナ時代での再調査と解析

　2. 解析結果に基づいた問題点提起と具体的予防推進活動
　3. がん予防，健康寿命延伸に向けた卓話の企画
　4.がん予防と健康寿命延伸に対する講演会ならびに新し
いがん予防検査に対する取り組み等の企画

３．予算
　卓話・講演会講師料：40,000円
　調査印刷費：20,000円
　郵送費：20,000円　　　　　　　　　　合計：80,000円

戦略計画委員会

委員長　藤村　欣吾

がん予防啓発推進委員会

委員長　小林　正夫
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